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研究目的

• 価核子の相対運動量分布から何が見える
か

–構造の観点から
– 3体模型による相対運動量分布の解析

• 6He: α+n+n

• 6Li:  α+n+p

• 重陽子との比較

–現実的核力と有効核力の違いはどう現れるか
– 2核子相関と運動量分布の関係は？
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3体模型
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相関Gauss基底(3体の相関を十分に扱う)



波動関数の成分
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相対分布の解析

密度行列
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N-N間密度分布
r

6Li内のp-nは重陽子より縮む



重陽子の運動量分布

短距離斥力の効果

D波がS波のdipを埋める

実験データ：
K. I. Blomqvist et al., Phys. Lett. B424, 33(1998).



N-N間相対運動量分布

Minnesota力ではdipが埋まらない

6Li内のp-nと dは類似

k~2 fm-1付近のdipが埋まる

　 　　　　　→　D波 の 寄
与



2核子相関分布
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相関がない場合

‘Uncorrelated’　波動関数

パラ メー タ ：6Heの3体波動関数との重なりを最大
化

~75％
エネルギー　8.77MeV



2核子相関関数と運動量分布

分布は90度対称 高運動量成分なし

2核子相関→相関関数の非対称と高運動量成分を運ぶ



空間分布の射影
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まとめ

• α+N+N ３体模型による解析

• 有効核力と現実的核力の相違
– 短距離斥力の効果
– テンソル力の寄与

• 2核子相関→2核子密度分布の非対称を作る
• N-N間相対運動量分布

– 6Heは6Liと異なる運動量分布(6Liは重陽子と類
似)

– k~2 fm-1付近ではD波の効果(テンソル力)が見
える

N-N間相対運動量分布　→　N-N相関の情報が得られ
る


